
　 肥後村長２期目の所信表明
　　　・村民の思いをしっかりと受止め、「住民総
　　　参加による村づくり」を基本理念として…

　 一般質問
　　・村政振興の考え方について

　　・野山羊駆除及び有効活用について

　　・産業振興について　　　　　　など

　 補正予算について
　　・一般会計予算は
　　　　　　総額４３億９４６６万９千円

　 保岡衆議院議員と十島村
　を語る会の開催
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ＴＯＰＩＸ
　  議会議員選挙後の初議会
　　・平成 28 年 6月定例議会
　　　　　　6月 20 日～6月 24 日（5日間）

　　・議会構成などを決定

　　　議長：松下直志　氏

　　　副議長：前田功一　氏

　　　常任委員会　総務委員長：日高久志　氏

　　　　　　　　　経済委員長：永田和彦　氏

　　　監査委員　　識見委員：相星完治　氏

　　　　　　　　　議選委員：坂元勇　氏

　　  



議員改選後の初議会、議会構成を決定。
議長に「松下直志氏」就任

03 ．H2808 H2808　　　　　　　．02

議
会
の
内
部
構
成
を
整
え
ま
し
た

　

選
挙
に
よ
っ
て
議
員
の
当
選
が
確
定
す
る
と

そ
の
議
員
に
よ
っ
て
議
会
が
構
成
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
定
数
の
議
員
が
存
在
す
る
だ
け
で

は
、
ま
だ
議
会
が
適
法
に
活
動
で
き
る
状
態
に

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
正
副
議

長
を
決
め
、
議
員
の
議
席
を
指
定
し
、
各
常
任

委
員
会
を
選
任
、
更
に
正
副
委
員
長
な
ど
を
選

任
す
る
な
ど
内
部
構
成
を
整
え
、
議
案
審
議
が

で
き
る
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
議
長
の
抱
負

　

村
の
議
事
機
関
と
し
て
、
重
要
な
政

策
の
決
定
と
行
財
政
運
営
の
批
評
と
監

視
の
重
大
な
役
割
を
果
た
し
、
住
民
全

体
の
代
表
者
で
あ
る
と
の
認
識
の
基
に
、

住
民
の
声
や
心
を
議
会
で
勇
気
と
奮
起

あ
る
発
言
を
行
い
行
政
の
進
展
と
地
域

の
振
興
発
展
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
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松下　直志　議長

初議会の様子

肥後村長、2期目に臨む所信を表明

 １ 魅力的な定住促進策を実施し、人口の増加及び定着化を図ります。

 ２ 農畜水産業や観光業に代表される基幹産業の強化推進に取り組みます。 

 ３ 子どもや高齢者にやさしく、住民一人ひとりがいきいきと輝ける地域づくりを

　　目指します。

 ４ 生活環境の整備・充実を通し、住み良さを実感できる島づくりを進めます。

 ５ 利便性の高い離島交通ネットワークの整備に努めます。

 ６ ＩＴの普及促進に取組み、情報格差の解消を推進します。

 ７ 住民満足度の高い行政サービスの提供に努め、健全な行政執行を目指します。

　村政を担って４年、「ふるさと十島村」の地位向上や村民の思いをしっかりと受止め、「住民総参加による村
づくり」を村政運営の基本理念としており、「十島村に住んでよかった」と実感できる村政を築いていくことを
使命として取り組んできております。そして、これからもこの方針を念頭に村政を担って行く覚悟です。また、
今日まで放置されてきたものを少しでも前進させ、「村民が希望の持てる村」を目指し、この４年間の村政運営
やこれまで培ってきた人脈を活かして、「未来への挑戦に向け」全力を持って取組んでいく所存でございます。

　

去
る
4
月
24
日
、
議
員
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た
村
長
選
挙
に

お
い
て
、2
期
連
続
の
無
投
票
当
選
を
果
た
し
た
肥
後
村
長
が
、選

挙
後
の
初
議
会
で
あ
る
6
月
定
例
会
の
冒
頭
、
2
期
目
に
臨
む
所

信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

肥後村長が掲げる7つの主要項目

            条例の制定・改正

〇  十島村税条例の一部改正（専決処分の報告）

平成 29 年度からの自動車取得税廃止など地方税法の一部を改正する法律等の公布に伴うものです。

〇  固定資産評価審査委員会条例の一部改正（専決処分の報告）

平成 27 年に行政不服審査法等の施行に伴い改正をしたものの中の、附則（適用区分）の改正です。

〇十島村税条例の一部改正

外国居住者等所得相互免除法の規定に基づき、租税条約を締結していない国の外国人にも特例を適用するというものです。

〇十島村国民健康保険税条例の一部改正

村民税で分離課税される特例適用利子等及び特例適用配当等の額を、国民健康保険税の所得割額の算定及び軽減判定に用いる総所

得金額に含めることとするものです。

〇十島村船舶使用料条例の一部改正

学校教育法の一部を改正する法律（平成 27 年法律第 46 号）により、小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う「義務教育学校」

が新たな学校の種類として規定され施行されること、及びその他これまでの法令改正等を踏まえ、必要な条例の改正をするものです。

〇十島村定住促進生活資金の交付に関する条例の一部改正

十島村定住促進生活資金について、専門分野における高齢者層の活用促進及び終期期日の変更を行うものです。

〇十島村育英奨学基金条例の一部改正

十島村育英奨学基金貸付金の貸与対象に山海留学生であった者を加えるものです。

〇十島村敬老祝金支給条例の一部改正

現在の平成 28 年 8 月 31 日までの終期を、平成 32 年 8 月 31 日に改めるものです。

〇十島村住民医療費の助成に関する条例の一部改正

改正の理由としては、申請期限の特例規定や現在の平成 28 年 8 月 31 日までの終期を、平成３２年８月３１日に改めるものです。

〇十島村村長等の給料等の特例に関する条例の制定

平成 28 年 6 月１日から平成 32 年 5 月 15 日までの間、村長等の給与月額を減額するというものです。

村長 10％減額、副村長 5％減額、教育長 5％減額

〇十島村議会議員の報酬等の特例に関する条例の制定

平成 28 年 7 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日までの間、議員の報酬月額を減額するというものです。

議員 10％減額



問　
「
定
住
促
進
対
策
の
強
化
」
の
中
で
、「
出

身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
奨
学
金
免

除
制
度
の
拡
充
等
に
取
り
組
む
」
と
し
て

い
る
が
、
現
時
点
で
ど
の
様
な
拡
充
策
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

村
長　

十
島
村
育
英
奨
学
基
金
の
条
例
の
一

部
改
正
、
並
び
に
別
途
改
正
予
定
の
同
条

例
施
行
規
則
の
一
部
に
お
い
て
、
奨
学
資

金
対
象
者
を
本
村
の
出
身
者
に
加
え
、
山

海
留
学
生
だ
っ
た
者
を
一
定
の
条
件
を
付

し
て
対
応
す
る
と
し
て
追
加
し
て
い
る
。

　
　

山
海
留
学
生
を
新
た
に
対
象
に
す
る
こ

と
で
、
中
学
生
の
応
募
者
の
増
加
や
、
山

海
留
学
生
だ
っ
た
者
の
I
・
U
タ
ー
ン
を

見
込
み
、
定
住
対
策
に
繋
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
現
在
の
規
定
で
は
、
奨
学
資
金

の
対
象
者
が
5
年
以
内
に
帰
住
し
な
け
れ

ば
、
奨
学
償
還
免
除
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
規
定
を
見
直
し
、

5
年
を
超
え
て
の
U
タ
ー
ン
で
あ
っ
て
も
、

免
除
措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
な
改
正
に
し

て
い
る
。

問　

本
村
に
お
い
て
、
村
独
自
に
高
校
卒
業

者
を
対
象
に
し
た
償
還
義
務
の
生
じ
な
い

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

な
い
か
。
十
島
村
を
担
っ
て
い
く
子
供
た

ち
の
将
来
へ
の
積
極
的
な
投
資
と
い
う
意

味
か
ら
も
、
思
い
切
っ
た
新
制
度
と
し
て

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
村
長
の
考

え
方
を
伺
う
。

村
長　

給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
本
村
の
給
付
型
奨
学
金
は
、
医
師

や
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
の
み
に
限

定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
改
正
で
、
介
護

や
保
育
な
ど
の
専
門
員
、
出
張
員
、
給
食

調
理
員
、
就
業
支
援
の
認
定
を
受
け
た
者

が
、
3
年
以
上
定
住
し
た
場
合
に
、
奨
学

金
を
免
除
す
る
規
定
も
新
設
し
た
。

　
　

今
後
村
が
福
祉
的
な
も
の
を
拡
充
す
る

中
で
人
材
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
介
護

職
・
保
育
師
等
の
方
々
も
十
島
村
に
帰
村

し
て
も
ら
う
事
を
想
定
し
て
、
一
定
の
定

住
要
件
、
例
え
ば
3
年
と
い
う
要
件
を
満

た
せ
ば
、
こ
の
奨
学
金
は
貸
与
型
で
は
な

く
給
付
型
に
な
る
と
い
う
も
の
を
今
回
新

し
く
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

問　

農
畜
産
業
や
観
光
業
に
代
表
さ
れ
る
基

幹
産
業
の
強
化
推
進
に
取
組
む
上
で
、
野

山
羊
駆
除
及
び
有
効
活
用
も
必
要
と
考
え

る
が
、
行
政
と
し
て
の
対
策
を
伺
う
。

村
長　

野
山
羊
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
過
去

に
牧
草
の
食
害
及
び
ダ
ニ
被
害
や
農
産
物

へ
の
被
害
報
告
も
受
け
て
い
る
。
そ
の
被

害
は
樹
木
や
果
実
等
の
成
長
を
阻
害
す
る

な
ど
農
作
物
等
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
生

産
農
家
の
所
得
低
下
に
繋
が
る
だ
け
で
な

く
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
畜
産
業
に

お
い
て
も
、
法
定
伝
染
病
等
を
媒
介
す
る

ダ
ニ
が
寄
生
す
る
野
山
羊
の
牧
場
侵
入
と

い
っ
た
畜
産
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
か
ら
、
農
林
業
全
体
の
促
進
を
進
め

る
上
で
、
野
山
羊
対
策
は
必
要
な
課
題
だ

と
考
え
て
い
る
。
過
去
に
は
、
そ
の
対
策

と
し
て
、
野
山
羊
捕
獲
用
の
ネ
ッ
ト
を
各

島
に
支
給
し
た
。
平
成
23
年
度
か
ら
は
野

山
羊
の
駆
除
対
策
と
し
て
、
村
で
１
頭
５

千
円
で
の
買
取
制
度
も
設
け
、
こ
れ
ま
で

に
171
頭
の
野
山
羊
の
買
取
り
、
奄
美
方
面

に
送
っ
て
い
る
実
績
が
あ
る
。
平
成
27
年

度
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
出
荷
を
誓
約
し
て
い
た
だ
い
た
生
産

農
家
に
、
野
山
羊
の
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
を

支
給
し
て
い
る
。
他
に
は
、
諏
訪
之
瀬
島

と
悪
石
島
で
は
Ⅰ
タ
ー
ン
者
が
野
山
羊
を

捕
獲
し
て
愛
玩
用
ま
た
は
島
外
の
食
肉
業

者
へ
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
状
況
。

　
　

そ
の
結
果
、
集
落
付
近
の
野
山
羊
が
減

る
傾
向
に
あ
り
、
農
作
物
へ
の
被
害
が
軽

減
し
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
村
の

買
取
制
度
を
活
用
し
、
自
助
努
力
と
し
て
、

被
害
を
享
受
す
る
農
家
の
方
々
の
協
力
の

中
で
、
定
期
的
に
野
山
羊
の
駆
除
を
す
る

こ
と
で
農
作
物
へ
の
被
害
も
少
な
く
な
る

の
で
は
と
考
え
る
。

　
　

ま
た
、
村
と
し
て
も
捕
獲
さ
れ
た
野
山

羊
を
有
利
な
形
で
販
売
で
き
る
よ
う
奄
美

大
島
以
南
の
地
域
の
調
査
も
行
う
べ
き
と

考
え
て
い
る
が
、
山
羊
牧
場
な
ど
の
蓄
養

施
設
の
整
備
や
愛
玩
用
動
物
と
し
て
の
販

売
を
村
が
直
接
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
現
在
、
愛
玩
用
山
羊
の
問
合
せ
情
報

や
食
肉
と
し
て
の
需
要
調
査
な
ど
の
協
力

を
行
い
な
が
ら
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

問　

牧
場
の
草
の
減
少
と
そ
れ
に
よ
る
土
砂

崩
れ
な
ど
自
然
災
害
も
お
き
、
民
家
に
も

侵
入
し
花
の
食
害
や
糞
な
ど
環
境
的
に
も

悪
影
響
を
出
し
て
い
る
た
め
山
羊
対
策
の

要
望
が
聞
か
れ
る
が
、
こ
の
観
点
か
ら
の

村
長
の
見
解
を
伺
う
。

村
長　

非
榊
を
村
が
奨
励
し
よ
う
と
し
て
い

る
中
で
、
村
の
モ
デ
ル
産
地
に
は
山
羊
の

防
護
ネ
ッ
ト
と
対
策
ネ
ッ
ト
張
り
巡
ら
す

こ
と
は
行
政
で
や
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
畜
産
に
も
影
響

を
受
け
又
新
し
く
推
奨
農
作
物
に
も
影
響

が
あ
っ
た
場
合
に
は
今
後
考
え
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

　
　

是
非
自
治
会
の
中
で
何
ら
か
の
対
策
を

自
助
努
力
で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
行
政

も
期
待
し
た
い
。

肥
後
村
長
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た

り
、
村
政
振
興
の
考
え
方
に
つ
い
て

野
山
羊
駆
除
及
び
有
効
活
用
に
つ
い
て

一
般
質
問

永田和彦議員

日高久志議員

産
業
振
興
に
つ
い
て

文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て

山
海
留
学
制
度
に
つ
い
て

田中秀治議員
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問　

漁
業
・
観
光
に
お
い
て
は
、
専
門
の
職

員
が
不
在
で
あ
り
、
有
効
な
政
策
が
十
分

に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
漁
業
・

観
光
の
振
興
を
図
る
に
は
専
門
職
の
職
員

が
必
要
と
考
え
る
が
、
村
長
の
考
え
を
伺

う
。

　
　

ま
た
、
ト
カ
ラ
馬
の
活
用
と
牧
場
の
荒

廃
対
策
に
つ
い
て
、
雄
だ
け
ヤ
ル
セ
牧
場

へ
移
動
す
る
事
に
よ
り
牧
場
の
荒
廃
対
策

を
し
、「
灯
台
と
ト
カ
ラ
馬
」
一
枚
の
絵
画

の
よ
う
な
風
景
と
い
っ
た
観
光
面
の
価
値

を
造
成
し
、
ま
た
ト
カ
ラ
馬
飼
育
跡
地
を

畜
産
農
家
に
貸
し
出
す
こ
と
で
畜
産
農
家

の
利
益
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
が
村

の
考
え
を
伺
う
。

村
長　

漁
業
・
観
光
分
野
の
専
門
職
員
の
配

置
に
つ
い
て
、
必
要
性
は
十
分
に
理
解
し

て
い
る
。
ま
た
、
離
島
漁
業
再
生
事
業
の

展
開
や
浜
プ
ラ
ン
策
定
な
ど
を
通
じ
て
、

漁
業
者
と
直
接
的
に
接
し
漁
業
振
興
に
何

を
す
る
べ
き
か
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

か
な
ど
協
議
し
な
が
ら
、
更
に
は
漁
業
協

同
組
合
の
活
用
や
組
織
体
制
の
見
直
し
も

含
め
在
る
べ
き
姿
を
作
り
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
新
た

な
漁
法
・
技
術
な
ど
の
情
報
の
習
得
を
進

　　　専決処分の承認

〇　平成 27 年度十島村船舶交通特別会計補正予算（第 5号）
　70 千円を追加（奄美貨物量大幅増加による手数料不足・悪ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ修繕部品調達困難）

　　　繰越明許費繰越計算書の報告

〇　平成 27 年度十島村繰越明許費繰越計算書の報告　一般会計（25 件）　船舶特会（1件）　簡水特会（1件）

　　　人事関係

〇　教育委員会委員の任命　教育委員会委員：小宝島　俣木加代子

〇　監査委員（識見・議選）の選任について　・監査委員（識見）：相星完治　・監査委員（議選）：坂元勇

〇　十島村副村長の選任　副村長：福澤章二

　　　辺地に係る総合整備計画の変更　　平成24年度から28年度までの5年間の辺地に係る公共的施設の総合整備計画について、財政上の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別措置法の規定に基づき計画を見直そうとするもの。

　　　契約の締結

〇　物品売買契約の締結（ｺﾝﾃﾅ購入 32 基）　契約金額：18,846 千円

〇　東之浜港改修工事請負契約の締結について　契約金額：294,898 千円

〇　小宝島港改修工事請負契約の締結について　契約金額：259,426 千円

〇　28 災 3 号悪石島湯泊線道路災害復旧工事請負契約の締結について　契約金額：66,204 千円

　　　特別会計補正予算

〇　平成 28 年度十島村船舶交通特別会計補正予算 (第 1 号 )について　253,286 千円を追加（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ購入・代替船建造費）

　　　指定管理者の指定

〇　口之島機械倉庫兼作業場（口之島畜産組合）　　　　〇　口之島家畜分娩施設（口之島畜産組合）

〇　小宝島被覆栽培施設（小宝島サンセベリア生産組合）　〇　瀬良馬温泉露天風呂（口之島自治会）

その他の議案について

め
、
漁
師
の
意
識
改
革
も
進
め
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

　
　

観
光
の
専
門
職
員
に
つ
い
て
は
、
各
島

の
特
色
を
活
か
し
た
観
光
プ
ラ
ン
の
創
出

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
広
く
人
材
を
求

め
る
た
め
に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」

の
活
用
や
観
光
専
門
職
員
を
配
置
し
な
が

ら
、
取
り
組
む
べ
き
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。

教
育
長　

ト
カ
ラ
馬
の
ヤ
ル
セ
牧
場
へ
の
移

動
に
つ
い
て
遠
距
離
に
な
る
こ
と
か
ら
日

常
の
管
理
の
問
題
が
生
じ
て
く
る
た
め
、

現
状
で
の
管
理
体
制
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

山
海
留
学
生
制
度
は
本
村
の
学
校
運
営

に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
里

親
の
な
り
手
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

里
親
の
方
々
の
精
神
的
負
担
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

教
育
長　

里
親
に
つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら

気
苦
労
も
絶
え
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
里
親
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
か
ら

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
今
後
は
地
域

の
皆
様
が
中
心
と
な
っ
て
、
留
学
生
の
受

け
入
れ
先
の
確
保
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確

立
に
つ
い
て
、
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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局

　　　7 億 9257 万円を追加し、
　　　　　総額 43 億 9466 万 9 千円へ
　　村長選挙に伴う骨格予算として編成されていた 28 年度当初予算に、「簡易郵便局整

備事業」、県単独補助事業である「特定離島ふるさとおこし推進事業」などを追加して

います。

一般会計

補正予算

総務費　68,795 千円を追加
　・簡易郵便局整備事業
　・離島石油製品流通合理化：安定供給支援事業

衛生費　35,117 千円を追加
　・特定離島（ごみ処理施設：31 基）
　・特定離島（環境保全対策：ごみ収集庫 31 基）

農林水産業費　169,229 千円を追加
　・特定離島（共同利用農業施設：小宝・ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ４棟）
　・地域振興（トカラ産品新開発定着化事業：田芋等
        再生に向けた取り組み）
　・特定離島（牧道整備：口・松畑牧場管理道路舗装）
　・特定離島（家畜保護施設整備：口・家畜分娩牛舎）
　・特定離島（農道整備：悪・平張ﾊｳｽ団地管理道路整備）
　・補助林道整備（口・林道前岳線）

商工費　29,153 千円を追加
　・列島マラソン
　・特定離島（観光情報誌製作）

　・特定離島（民宿研修）
　・地域振興（観光地整備：小宝・赤立神海水浴場炊事施設）
　・地域振興（温泉施設整備：平島あかひげ温泉エコスパ化）
土木費　249,136 千円を追加
　・特定離島（道路環境整備：中・寄木地区集落排水路）
　・補助橋りょう新設改良事業（中・海岸線港橋の改良工事等）
　・特定離島（定住促進住宅整備：諏・悪・宝住宅整備）
　・補助離島活性化（空家利活用事業：口・中・空家改修）
　・空家改修事業（口・子ども子育て拠点）

消防費　13,078 千円を追加
　・特定離島（消防施設整備：悪・備蓄倉庫）
　・単独消防施設整備（口・備蓄倉庫）

教育費　48,215 千円を追加
　・寄宿舎整備事業（平・山海留学受入寄宿舎整備）

災害復旧費　21,712 千円を追加
公債費　146,882 千円を追加
予備費　5,000 千円を追加

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

保
岡
衆
議
院
議
員
と
十
島
村
を
語
る
会

平
成
28
年
6
月
20
日
、
ア
ク
ア
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
福
丸
に
て
、
保
岡
衆
議
院
議
員
と

十
島
村
を
語
る
会
が
開
催
さ
れ
、
村
か
ら

保
岡
衆
議
院
議
員
へ
現
在
の
村
の
現
状
の

報
告
や
下
記
の
事
項
が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　取り上げられた要望事項
１     港湾整備事業費（社会資本整備交付
         金、内閣府港交付金）の確保
２     公設公営ブロードバンドの全島光化
３     文部科学省の事業を活用した教員住
         宅及び山海留学生用寄宿舎整備実現
４     離島活性化交付金の拡充・充実
５     有人国境離島新法の予算確保

▲懇談会中の様子 ▲参加者の集合写真
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